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昨
年
度
か
ら
住
民
か
ら
の
聞
き
取
り
が
始
ま
り
、
今
年
度
は
当
初

予
算
に
調
査
費
も
盛
り
込
ま
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
課
が
、
関
係

者
と
の
相
談
や
関
係
各
課
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
施
設
整
備
基
本
構

想
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
住
民
の
皆
様
か
ら
の
要
望
と
し

て
、
子
ど
も
も
一

緒
に
運
動
や
交
流

が
で
き
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
の
拠

点
と
し
て
の
機
能

を
中
心
に
、
防
災

上
の
避
難
所
と
し

て
の
機
能
も
併
せ

て
要
望
し
て
い
ま

す
。
財
源
の
問
題

も
あ
り
ま
す
が
、

私
は
学
区
住
民
の

皆
様
と
一
緒
に

な
っ
て
最
大
限
の

努
力
を
し
ま
す
。

鶴岡市「特別支援教育推進計画」策定を鶴岡市「特別支援教育推進計画」策定を鶴岡市「特別支援教育推進計画」策定を

　障害者権利条約の審査で、国連は日本の特別支援教育は分離教育であ

るとして廃止勧告を受けました。令和4年12月定例会一般質問で本市の

特別支援教育の基本方針と「他の先進自治体では、『特別支援教育推進

計画』を策定しているが、本市も策定する考えはないか。」と質しました。

教育長は「本市の取組を基に策定することは可能であり、障害のある子

どもとない子どもが可能な限り同じ場で学ぶことを目指す様々なインク

ルーシブ教育※の実践を踏まえ、進めていきたい。」と答えました。

　
平
成
17
年
か
ら
地
元

住
民
の
方
々
と
一
緒
に

運
動
し
て
き
ま
し
た
七

日
町
通
り
改
良
工
事
が
、

よ
う
や
く
令
和
２
年
度

か
ら
側
溝
改
良
と
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用
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削
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し
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。

　
今
後
は
道
路
地
盤
改

良
工
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等
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れ
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す
。

　
昭
和
29
年
に
架
設
さ

れ
て
か
ら
68
年
が
経
過

し
た
た
め
老
朽
化
が
著

し
く
、
七
日
町
通
り
道

路
改
良
工
事
と
併
せ
て

地
区
住
民
の
方
々
と
一

緒
に
運
動
を
し
て
き
ま

し
た
悲
願
の
本
町
二
丁

目
地
内
の
市
道
七
日
町

柳
橋
線
の
﹁
柳
橋
﹂
架

替
工
事
が
令
和
４
年
12

月
に
着
工
さ
れ
、
令
和

７
年
に
完
成
予
定
で
す
。

※インクルーシブ教育とは　（ウィキペディアより）
　人間の多様性の尊重等を強化し、障害者が精神的および身体的な能力等を可能な最大限度まで発達させ、自由な社会に効果的に参加する
ことを可能にするという目的の下、障害のある者と障害のない者が共に学ぶ仕組み。インクルージョン教育と呼ばれることもある。 
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新市立荘内看護専門学校の

工事が始まります

新市立荘内看護専門学校の

工事が始まります

新市立荘内看護専門学校の

工事が始まります
　現在の税務署が今年８月より解体され、新看護専門学校

が９月から新築工事が始まります。

　工期 18 か月で令和７年４月１日開校の予定です。入学生

30人、３階建て、床面積約 2,500㎡です。私は安心の地域医

療体制の構築を推進しています。

博士号を取得しました博士号を取得しました博士号を取得しました

平成28年４月に入学してから６年かかり、

Ph.D.博士（保健学）の学位を取得しました。

和文「障害者差別と合理的配慮の提供の
　実態からみた障害者福祉の課題」

－「障害者差別解消法」施行下における
　　市民意識調査をとおして－

英文「An Evaluation of the Fulfillment of Welfare Measures for Persons

   with Disabilities in Japan from the Perspective of Disability

   Welfare  Service Providers」

（障害福祉サービス事業所から見たわが国の障害者福祉施策の充実度評価）
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令和３年12月定例会　一般質問
１．投票率・投票環境向上、
　投票機会確保について
（1）若者の投票率向上について
（2）高齢者の投票機会確保について
（3）障害者の投票環境向上について

令和４年９月定例会　一般質問
１．市長の公約であるSDGsについて
（1）SDGsについて
（2）目指すべきゴールについて
（3）推進体制について
（4）多様な主体との連携について
（5）SDGsと各施策について

令和５年６月定例会　一般質問
１．第８次医療計画、地域医療構想に向けた医療提供体制の構築について
（1）地域医療提供体制の構築について
（2）在宅医療体制の構築について

令和５年３月定例会　総括質問
１．市長の理念とビジョンに基づく令和５年度の施政方針について
（1）市長の政治理念とビジョンに基づく市政運営の
        基本方針について
（2）当初予算における重点的、戦略的に取り組むべき
　　  最重要施策について
（3）財政面における中長期的な市政経営について

令和４年12月定例会　一般質問
１．インクルーシブ教育システム構築のための
　特別支援教育の推進について
（1）基本的視点について
（2）学校での取り組みについて
（3）地域内の教育資源を活用する取り組みについて
（4）質の高い人材の育成について

令和４年６月定例会　一般質問
１．2040年に向けた「地域共生社会」
　づくりについて
（1）高齢者支援について
（2）障害者支援について
（3）子育て支援について
（4）包括的な相談支援について
（5）地域づくり支援について

令和４年２月　百条調査特別委員会設置
委員長就任　令和５年６月まで33回開催

（1）荘内病院の今後の方向性について
（2）在宅医療の推進について
（3）医療と介護の連携体制の構築について

令和４年３月定例会　一般質問
１．今後の地域医療体制の構築について

2022.3.17 修了式・学位記

完成予想図

審査対象 原著論文

学位取得 原著論文


